
高効率ポリマー系太陽電池の開発
［戦略的創造研究推進事業 先端的低炭素化技術開発
（ALCA）「太陽電池および太陽エネルギー利用システム」
技術領域 2014年度採択］
　半導体ポリマーを塗って作る有機薄膜太陽電池は、低コ
ストで環境負荷が少ないプロセスで作製できる。軽量で柔軟
な特長を持つ次世代太陽電池として注目される一方、エネル
ギー変換効率と耐久性の向上が重要な課題となっていた。
尾坂上級研究員らは、エネルギー変換効率に加え、耐久性
をも向上させる新しい半導体ポリマー「PTzNTz」の開発に
成功し、実用化に向けた研究開発の加速が期待される。
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2014年度採択（課題：高効率ポリマー系太陽電池の開発）

塗る太陽電池！
今日は和光市にある
理化学研究所に
やってきました

いい天気で
きっと太陽電池も
喜んでるワン！

あ、尾坂先生
ですね？

僕も最近喜んでいます

僕が研究している
有機薄膜太陽電池が
絶好調なので
うれしくって！

簡単に言うと
塗って作れる太陽電池です

それが塗る太陽電池
ですか？

半導体ポリマーを有機溶剤に
溶かして塗ります
半導体ポリマーの分子構造の設計では
ずいぶん試行錯誤を繰り返しました

これまでのシリコン系太陽電池は
設置する場所も限られ
しかも有機薄膜太陽電池に比べて
作る工程もずっと複雑なのです

シリコン系太陽電池と違って
直射日光でなく室内の少ない光でも
効率の低下を抑えて発電できるのも
利点です

微弱な電流で動作する
センサーなどに組み込むという
使い方も有効でしょうね

うちの研究室は新しい半導体ポリマーの合成から
太陽電池というデバイス作りまで
一連の研究をしているのが特徴なんです

分子の構造を変えたことで
なぜ耐久性が向上したのか
実はまだわかっていません

先生の開発した太陽電池が
実用化される日を
楽しみにしてます！

その理由を解明して
新たな材料開発につなげて
いきたいですね

有機合成を専門にしている研究室では
デバイス作りまで関わることは
あまりないんですよ

実用化のためには
もっと電圧を高くする
必要がありますが…

約1.5倍も高まったのは
すごいことなんですよ！

最近新しく開発した半導体ポリマーでは
電力に変換するときのエネルギーの損失が
少なくなり、従来0.7ボルトだった電圧を
1.0ボルトにまで高めることに成功しました

有機薄膜太陽電池は薄くて軽いので
建物の壁やガラス窓にも塗れます
しかも曲げることもできるのです

すごいワン！

塗る〜？
ペンキみたいに〜？ゆうきはくまく…？

この新しい半導体ポリマーはこれまで
困難だった「エネルギー変換効率を上げる」と

「耐久性を実用レベルに上げる」の
両立を実現しました
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手前は実際に作製した太陽電池。後ろの装置で半導体ポリマーを塗り、電極などを蒸着させる。

おが
ちゃん

半導体ポリマーを
塗布したガラス基板

電極を蒸着して
完成した太陽電池
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